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論文内容要旨
















した。この ORFは、 990塩基対から成り、 330アミノ酸のポリペプ
チド(分子量:35，748) をコードしていた。 DNA塩基配列から予
想されるアミノ酸配列は、様々な病原活性を示すことが知られてい
るNeisseria属の p0 r i n蛋白質のアミノ酸配列と高い相向性を認め
た。また、 porA遺伝子はゲノミックサザンハイプリダイゼーショ
ンにより、 E. corrodens内で 1073株に特異的に認められた。
次に、 E. coli JM109に導入した E. corrodens 1073染色体
DNAライブラリーから、抗EcLSモノクローナル抗体に特異的に反
応する蛋白質をコードする遺伝子をクローニ ン グした。このクロー
ンは 3種類(約 60kDa，25kDa， 10kDa)のEikenella由来の蛋白









精製した。この精製蛋白質の N末端のアミノ酸配列およびハ イ ドロ
パシー解析 か ら、この 25kDa蛋白質は外膜結合型蛋白質であるこ
とが示唆された。
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